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第１章 多摩市のみらいづくりワークショップ（総合計画改定ワークショップ）について 

１．概要・目的 

現在、多摩市では、市の最上位計画である総合計画を改定しており、これまで公募市民や学識経験者から

構成される多摩市総合計画審議会や市の職員による検討を行い、第３期基本計画において、市が直面してい

る課題のうち、特に重点的なものを「３つの重点課題」として掲げ、各 6 つの計 18 の視点のもとで、各施策に反

映させながら、取り組みを推進していくこととしています。 

今回の「多摩市みらいづくりワークショップ」は、「①超高齢社会への挑戦」、「②若者・子育て世代が幸せに暮

らせるまちの基盤づくり」、「③市民・地域と行政との新たな協働のしくみづくり」の３つの重点課題をテーマとして、

必要な取り組みに加え、特に私たちにできることについて、市民の皆さんの目線で、自由に議論していただきます。

話し合われた内容は、総合計画へ反映させるとともに今後の市政運営の参考といたします。 

 

２．「重点課題」について 

「重点課題」とは、現行の総合計画である「第２期基本計画」の取り組みの方向性の１つとして位置づけてい

る「健幸都市（スマートウェルネスシティ）多摩の創造」を、次期の総合計画でさらに拡充させていくために、今後

４年間で特に重点的に推進していく３つのテーマ（行政課題）のことで、それぞれ６つの視点で構成されてい

ます。これまで、多摩市総合計画審議会での審議と２回の市民ワークショップを経て、下記のとおりに取りまとめま

した。  

重点課題１ 超高齢社会への挑戦 

•だれもがいきいきと生活できるための健康づくり活動の支援 

•介護予防・フレイル（虚弱）予防のさらなる充実 

•地域医療・介護体制を支える仕組みづくり 

•高齢者の居場所づくりと地域における支援体制の充実 

•だれもが安心して外出することができるための交通体系・交通環境の充実 

•だれもが安心して住み続けられるための住み替え・居住支援 

重点課題２ 若者世代・子育て世代が幸せに暮らせるまちの基盤づくり 

•子育てがしやすいと思える保育・教育環境の充実 

•市独自の子ども・子育て支援や教育の推進 

•支援を必要とする子ども・若者へのサポート・体制づくり 

•子育て世代にやさしい都市基盤の維持・向上 

•駅周辺の再整備・再構築によるまちの個性と魅力の創出 

•多様な働き方を実現するための環境整備 

重点課題３ 市民・地域と行政との新たな協働のしくみづくり 

•地域活動を市が後押しするためのしくみづくり 

•だれもが地域活動に参画できる環境整備 

•「だれもが支え手」の地域づくり 

•地域防災・防犯活動を通じた結びつきの強化 

•多様性を尊重し、だれもがいきいきと活躍できるまちづくりの推進 

•現役世代の声を地域に活かすしくみづくり 
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３．当日のスケジュール 

 

４．進行・実施方法（ワールドカフェ方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

時間 プログラム 

9：40 開場 

10:00 開会 

10:00 １．開会挨拶（市民ワークショップの趣旨説明） 

10:05 ２．趣旨説明 

10:10 ３．「重点課題」・「重点課題解決に向けた視点」について 

10:25 ４．ワークショップ 【ワールドカフェ】 ※休憩時間も含む 

・進め方の説明（15分） 

・第１ラウンド ～ 第３ラウンド（グループ別・各 20分） 

・全体発表、まとめ（35分） 

12:25 ５．閉会挨拶 

12:30 閉会 

１R（20分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひとこと自己紹介 

意見出し（付箋紙に
意見を書く） 

 

意見交換（模造紙に
意見を貼りながら） 

２R（20分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３R（20分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１Rの意見の確認 

追加意見出し（付箋
紙に意見を書く） 

 

意見交換（模造紙に
意見を貼りながら） 

追加意見出し（付箋
紙に意見を書く） 

 

意見交換（模造紙に
意見を貼りながら） 

意見整理・まとめ 

ひとこと自己紹介 ひとこと自己紹介 

移動 移動 

発  表 

２Rの意見の確認 
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※ワールドカフェ方式 

市民参画の手法の一つである「ワールドカフェ」方式を採用しました。「ワールドカフェ」とは、

話し合いの場において、４～５人の小グループに分け、カフェのようなくつろいだ雰囲気の中

で、思いついたことを自由に記載しながら、意見交換を行います。また、度々メンバーを交換

する（ラウンドする）ことにより、参加者全員が知識や考えを共有でき、多様な意見の創出が

期待できる手法です。 
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第２章 開催概要 

１．全体概要 

⑴ 日時 平成 31年 1月 19日（土）10時 00分～12時 30分 

⑵ 場所 パルテノン多摩 第一会議室 

⑶ 対象者の 

選定基準 

①住民基本台帳から無作為抽出で選定された 2,000 人のうち参加を希望する 18 歳以

上の方 

②本年度８月に実施した「総合計画改定市民ワークショップ ～１０年後の多摩市を考

えよう～」で参加意向を示した者 

⑷ 参加者  39名（男性 24名、15名、平均年齢 49.1歳） 

 

【参加者の内訳】 

※年代の割合は、小数点第 2位を四捨五入した値であるため、合計数値は 100％と一致しない。 

年代 男性 女性 合計 年代の割合 

10代 1 0 1 2.5% 

20代 1 2 3 7.7% 

30代 2 2 4 10.6% 

40代 5 6 11 28.2% 

50代 7 1 8 20.5％ 

60代 7 2 9 23.1％ 

70代以上 1 1 2 5.1％ 

不明 0 1 1 2.5％ 

合計 24 15 39 ‐ 
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２．討論の結果 

⑴ 意見の整理と発表の方法 

・付箋紙に意見を記入し、模造紙に貼り付ける。 

・模造紙はラウンドごとに新しいものに取り替えることはせず、新しい意見を重ねていく（ラウンドごとに付箋紙の色を

変え重ねて貼り付けていく）。 

・各ラウンドの対話の主眼は次のとおり。 

１ラウンド目：多様な意見に触れる 

２ラウンド目：意見の掘り下げや追加により対話を深める 

３ラウンド目：更に掘り下げつつ、それまでの対話のポイントをまとめる 

・３ラウンド目終了後、簡単な発表を行っていただく。  

 

＜対話の視点＞ 

 「重点課題」を解決し、多摩市のみらいをつくっていくためには、「誰が何をどのように」進めるべきか？ 

① 市が取り組むべきこと、またその進め方は？ 

⇒ 「重点課題解決に向けた視点」ごとに市の取組の進め方について意見交換をしていただく。いただいたご意見

は、各施策における取り組みを見直す際に活用する。 

② 市民ができること、またその進め方は？ 

⇒ 「重点課題解決に向けた視点」ごとに、市民も協力してやっていくべきこと、市民や地域が主体的に取り組むべ

きことについて意見交換をしていただく。いただいたご意見は、各施策における「市民ができること」に反映させる。 

                          

⑵ 重点テーマごとの各グループの意見 

グループごとに話し合ったテーマについて意見をまとめていただき、発表をしていただきました。 
 

テーマ グループ ご意見（発表内容） 

超高齢社会への

挑戦 

グループＡ ①だれもがいきいきと生活できるための健康づくり活動の支援 

②介護予防・フレイル（虚弱）予防のさらなる充実 

結論は、やはり健康でなければいけないので、それはどうすれば良いかというこ

とで、個人でできる健康管理をしていかなければなりません。その中で言えるの

は、食事と睡眠と運動ということが言えると思います。一番いけないことは、自宅

の中にずっと一人でいるような、誰とも接しないような感じで孤独になってしまうこ

とです。こうなってしまうと、認知症や介護の世話になってしまうのではないかと思

っています。そうならないためにどうしたら良いのか、やはり色々な地域社会のコミ

ュニティに属することがすごく良いと思います。形式ばらず非常にハードルの低

い取り組みからでも良いので、いろんな方と話して、適度な運動をするという

ことが一番健康に繋がるのではないかと思っています。行政の方でお願いしたい

こととしては、他人と接する機会がなかなかない方も沢山いらっしゃると思うので、

そういったコミュニティに参加できるような形で後押ししてくれるような組織をつくっ

ていただくとみなさん参加しやすくなるのではないかと思います。そうなると、健康

で人生を終えられるのではないかというような結論となりました。 
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グループＢ １－③地域医療・介護体制を支える仕組みづくり 

１－④高齢者の居場所づくりと地域における支援体制の充実 

まず、「高齢者の居場所づくりと地域における支援体制の充実」ですが、高

齢者の居場所づくりというところで、今現在、超高齢社会とは言っても、元気な

高齢者が多いと思っています。医療もしっかりしていますし、退職後も働ける元

気な高齢者も大勢いて、実際にまだまだやりがいを持って色々やりたいという気

持ちを持っておられる方が多いということを聞きましたので、まずはそういった方々

の活動の場を設けてあげた方が良いのではないかという話が出ています。一部、

そういったボランティアの場なども設けられていると思うのですが、まだまだどこで何

をやっているか、などの情報が受け取れないため、まず情報発信の仕組みを広げ

ていただきたいという話が多く出ていました。 

あと、「地域医療・介護体制を支える仕組みづくり」では、ここも同じ結論には

なるのですが、地域で医療を受けたい方、介護の支援を受けたい方々が、どこ

に何を言って良いのかがわからないので、いろいろと支援をしてほしいけれど、まず

は支援の要望を言える場所がほしいという意見が出ています。そういった場に支

援をしていただきたい方がエントリーして、エントリーした方に対して、高齢者の

方々やまだまだ元気な方々が応えていくというような場が設けられると良いのでは

ないかというところが出ています。ほとんどが要望ばかりで、こうしてほしい、ああし

てほしいという意見がほとんどですが、その中で市民ができることと言えば、市で

つくってもらったHPなどの募集に対して応えていくことが市民としての努力と

言いますか、活動なのではないかと思っています。そういった中で市民としても

サークルなどをつくって、市の HPなどで、こういうことをしますというような募集

を広く公開していただいて、そこに市民から応えていただくというような場所が

設けられると良いという話になりました。 

グループＣ １－⑤だれもが安心して外出することができるための交通体系・交通環境の

充実 

１－⑥だれもが安心して住み続けられるための住み替え・居住支援 

「だれもが安心して外出することができるための交通体系・交通環境の充実」

とありまして、非常に声が大きかった意見が、カーシェアの場所をもっと増やすとい

うことと、自転車を自由に使えるコミュニティサイクル、モノレールを充実させてほし

いということです。モノレールは、ずっと町田まで延伸という話が出ていますけれど

も、ぜひもっとプッシュして、市で頑張って町田まで延ばしてほしいことと、モノレー

ルをもっと利用できるように安くしてほしいということです。 

「だれもが安心して住み続けられるための住み替え・居住支援」というのは、

高齢者向けのサービスについての意見が非常に多かったです。生活をしていく上

で、これからはインターネットを利用できた方が良いのではないかと。なかなか昔み

たいに団地に商店街もなくなっていて、食料を近くで買うところもなくなってきてい

ることもあり、今はインターネットで食料を買えたりもできるので、そのためにもイン

ターネットを活用できるように支援をしていくことが大事なのではないかということ

と、医療機関と高齢者との連携や見守り、商店街の活性化というのはなかな

か難しいかもしれませんが、そういう声も出ていました。 
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２．若者世代・

子育て世代が幸

せに暮らせるまち

の基盤づくり 

グループＤ ２－①子育てがしやすいと思える保育・教育環境の充実 

２－②市独自の子ども・子育て支援や教育の推進 

まず、保育の充実という部分でけっこう話が挙がりまして、少子化ではあります

けれど、まだ保育園の待機児童が多いのではないかというところや、保育の施設

を多く作ってもらいたいということ、保育モデルの地域をつくってみたらどうかというこ

とが挙がりました。また、今も昔もあると思いますが、いじめの対策の問題もありま

して、いじめの相談窓口をもっと相談しやすい窓口ができたら良いのではないかと

思います。あとは、地域交流というものが３ラウンドを通して挙がっていまして、や

はり子ども同士でも地域交流に関わりもありますし、高齢者の方とも関われるイ

ベントを市の方でやってもらったり、市民ができることとして、声かけをすることで

地域交流が盛んになっていじめの問題も解決に向かっていくのではないかとい

うことで話し合っています。 

「市独自の子ども・子育て支援や教育の推進」では、英語教育の充実というとこ

ろで、教える側への指導や支援、外国籍の方たちの言葉の生活の指導や支援

があると、先ほどのいじめの問題であったり、いろんな地域交流が盛んになるので

はないかという意見が出ました。また、スポーツチームが多摩市にはあるのです

が、少子化で減少してきています。お金の負担がチームにはありまして、運営も

難しくなっている部分で、子どもたちも入り辛くなってきているのもあるのではない

かと思うので、市の方でも頑張っていただければと思います。来年、オリンピック

も多摩市に来ますので、市民で応援しに行ったりして、居たくなるようなまちに

みんなでできれば良いのではないかという話になりました。 

 

グループＥ ２－③支援を必要とする子ども・若者へのサポート・体制づくり 

２－④子育て世代にやさしい都市基盤の維持・向上 

「支援を必要とする子ども・若者へのサポート・体制づくり」というのが重要課

題として挙げられていますが、この課題に対してグループで出た意見としては、支

援を必要とされている方が市役所に対していろいろ申請や手続きをしなければ

いけないそうなのですが、その時に、こちらの窓口ではなくあちらに行ってくださいな

ど、たらい回しにされてしまうので、支援を受ける側が受けやすいように窓口を一

つにするなど、受けやすくサポート体制を整えてほしいという意見が出ました。市

民としては、支援を必要とする子ども等には自分から助けを求められない方も

いらっしゃるので、それは、市民自身が気付いてあげられるように気をつけてあ

げることが必要ではないかという意見が出てきました。 

「子育て世代にやさしい都市基盤の維持・向上」というところでは、今、高齢者

の方に対して、条件はあるそうですが、お弁当の支給などを市がサポートしている

ようですが、それを高齢者だけでなく支援を必要としている方、例えば産後に実

家が遠く離れているので支援が受けられない、手伝ってもらえる人が近くにいない

という方等に対しても、お弁当のサポートをしたり、怪我で身動きがとれないけれ

ども一人暮らしで大変だとか、そういう方、本当に支援を必要とされている人にも



8 

 

使えるようなサービスにしてもらいたいという意見が出ました。あとは、ファミリーサポ

ートという制度があるのですが、サポートを受けてどうだったかフィードバックをしな

ければならないなど、若干使い辛い部分があるので、もっと気軽に使いやすいよう

な制度にしてもらいたいというような意見が出ました。また、こういう良いサービス

があるのですが、市民が知らないということが多くあるので、うまく市民が情報をキ

ャッチできるように情報発信をしてほしいと思っています。 

グループＦ ２－⑤駅周辺の再整備・再構築によるまちの個性と魅力の創出 

２－⑥多様な働き方を実現するための環境整備 

まず、「駅周辺の再整備・再構築によるまちの個性と魅力の創出」のために

何ができるかを考えました。最初に、魅力的なものを建てれば良いのではないか

ということが、極めて具体的な意見として出ました。また、若者が好むような飲食

店を集めるというのも良いのではないかという意見もありました。ただ途中から、そ

もそも魅力的なものを建てたとしても、駅周辺からのアクセスがあまり良くないので

はないかということで、それを解決する必要があるという意見も出ました。例えば、

自転車が利用できるように川沿いに自転車の専用道路をつくることや、駅から

離れた場所からアクセスしやすくするためにバスを増やしたりすることが良いのでは

ないかという意見が出ました。一方で私たちができることは何かということで、多

摩市では多摩センターなどがドラマや映画の撮影などで使われていることが市

の広報からも紹介されているということで、そこをもっと私たち市民がアピール

していければ魅力的なまちというものを発信できるのではないかと考えました。   

あと、今は廃止されてしまっているのですが、関戸で開催されていた花火大会

の復活は、市の魅力を復活させるためにも良いのではないかということでした。 

「多様な働き方を実現するための環境整備」については、多様な働き方を実現

するためには、働くところがないといけないので、企業誘致や年齢に関わらず働き

やすい環境を整備することが必要なのではないかという意見が出ました。また、サ

テライトオフィスやテレワークのできるような仕組みを用意することが環境の整備と

して必要だという意見が出ています。あとは、多摩市民の方でできるスタートアッ

プや多様な働き方を支援できるようなサービスの提供も必要だという意見も出て

います。 

３．市民・地域

と行政との新たな

協働のしくみづく

り 

グループＧ ３－①地域活動を市が後押しするためのしくみづくり 

３－②だれもが地域活動に参画できる環境整備 

「地域活動を市が後押しするためのしくみづくり」と「だれもが地域活動に参画

できる環境整備」ということで、市が地域活動を後押しするというポイントと、誰も

が参画できるにはというポイントなのですが、明確に分けることが難しかったです。

地域活動といった時に、具体的に私たちが何を頭に浮かべたかというと、一つ

には自治会などもありますが、何ができるのか、何をやりたいのか、何をしてほし

いのかを伝える方法がまだまだできていないのではないかということで、後押しする

以前の告知ができていないのではないかという視点が非常に強かったと思いま
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す。例えば、ボランティア活動をするということでも、どんなことができるのか、私はこ

ういうことがしたい、といった時に、どこに行ったら良いのか、誰に相談したら良いの

かよく分からないということがありますので、そこら辺をもっと教えてほしい、知りた

い、あるいは発信したいということで、このご時勢ですから IOT ということで、「イン

ターネットオブ多摩」ということで、そういった仕組みができたら良いのではないかと

思っています。今までのたま広報も非常に良い広報誌なのですけれども、それに

加えて、インターネットや SNSを使ったらもっと簡単にやりたい、手伝ってほしい情

報が集まるのではないかという意見が、「後押しをするインフラづくり」が大事なの

ではないか、といったところでよく出ていました。その中で、やはり市の取組を見え

るようにして欲しいといったような意見もありました。 

また、「だれもが地域活動に参画できる環境整備」というところでは、だれもが

できる地域活動は何だろうか、ということで、例えば、働きながら、とか子育てをし

ながら、など、色々な活動ができたらということがありまして、ボランティアで保育

所をやってほしいなどの意見も出ているのですが、やはり、どうやって関わったらよ

いのかを知りたいという意見が多く出ていました。あとは、多摩市民の中には現

役をリタイアされた世代もいるので、その方々にも色々と手伝ってもらえるの

ではないかというような意見も出ていました。 

グループＨ ３－③「だれもが支え手」の地域づくり 

３－④地域防災・防犯活動を通じた結びつきの強化 

結論としては、市に期待してはだめ、自分たち一人一人が頑張らないとだめ

だ、というニュアンスがこの重要課題に込められているということを認識して、市民

が覚悟することが大事だということです。それから、地域をお互い知る必要があ

ります。戸建て住宅でも隣を知らない、関わらないということがあります。もっと

結びつきを強くするために、自分たちでどうしたら良いのかを考えなければなり

ません。例えば、地域のハロウィンで「ハロウィンなんて面白くもない、西洋の

変な仮面をかぶって！」等というのではなく、高齢者が子どもにお菓子をあげ

るということで結びつきができているということが全国でもあります。それを見て

地域の推進委員会で昨年ハロウィンイベントを初めて開催したところ皆さん

非常に喜んでおり、結びつきができたと感じました。仮面を被っておかしなことを

する、と一概に否定するのではなく、良いではないか、と肯定的に捉えてもよいの

ではないでしょうか。それから、大掃除も良い取り組みだと思います。大掃除もあ

まり行われていないと思います。建物の所有形態によって違うところはあると思い

ます。賃貸マンションはあまり実施していない一方、購入マンションは長く住むか

ら大掃除もしようという意識があるように思いますが、それについては、公団などに

大掃除をやりますよといった指導をしてもらってはどうでしょうか。今、多摩市で

「大掃除デー」などを設けていますが、実際に実施しているのかどうか、見ていな

いのではないでしょうか。この地域はあまり実施されていないようだ、とか、実施し

てみてはどうですか、とか、大掃除は良いものですよ、など、上から目線ではなく

呼びかけを行ってもよいのではないでしょうか。私は大掃除を経験して地域を知
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るということを感じています。あとは、挨拶運動も同じです。小学校でも運動が

実施されていますが、挨拶運動期間が過ぎたら子どもは挨拶をしなくなっていま

す。それを怒るのではなく、住民は気付いたら挨拶したら良いのではないでしょう

か。サイクルを回していけば良いのではないかといったところです。それから、非常

に有効な手段として焚き火があります。以前、ダイオキシンを出すから良くない、

など色々な噂があって最近は減っていますが、焚き火は暖かい火を囲んで地域

の人が喋る良い機会です。それを復活したいと昔から思っていたところ、グループ

内に意見が合う人がいました。この間テレビで、実は市では禁止はしていないと

いう話も見たのですが、どうなのでしょうか。自ら忖度して取りやめているのではな

いか、ダイオキシンは実は出てこないのではないでしょうか。ダイオキシンの弊害よ

りも地域のコミュニティに与える良い影響の方が大きいのであれば、多摩市で条

例を作り、焚き火復活運動をしても良いのではないかと考えました。例えば、公

園で炊き出し訓練をやろうと思ったら使用許可が出ていないからできないというこ

とがありました。せっかく新しい公園にかまどを設置することが出来たという話を聞

いたのですが、焚き火は禁止だそうです。市で条例があれば、いつでも自由に焚

き火が出来るといった形にできて良いのかなと思います。 

グループＩ ３－⑤多様性を尊重し、だれもがいきいきと活躍できるまちづくりの推進 

３－⑥現役世代の声を地域に活かすしくみづくり 

テーマの一つ目「多様性を尊重し、だれもがいきいきと活躍できるまちづくりの

推進」は、すごいテーマだと思いました。二つ目のテーマは、「現役世代の声を地

域に活かすしくみづくり」です。 

個々の意見を紹介する前に、最後の発表として言えることは、実はこのテーマ

に近い内容は他のグループが発表した内容で全て触れられていると思います。た

だ、ここに出てきたのは、外国人の方とか世代が違う、など色々あります。それも

受け入れていかないといけません。例えばオリンピックもありますし、サンリオピュー

ロランドなどはキティちゃんの聖地ですから、色々な方がいらっしゃると思います。そ

ういった方の受け入れもありますし、働いている方が現役世代と考えたら、現役

世代の方は都心の方に通勤することが多いですが、主婦も学生も高齢者も何

らかの現役なのです。それを活かせる仕組みづくりというのは必要だと思うのです

が、みなさんおっしゃったように、実際に「ゼロ」ではなく、全部「一」まではスタート

しているのだと思います。コミュニティ館もありますし、図書館も新しくなり、パルテ

ノン多摩も改修されます。一とか二とか、一歩、二歩は踏み出しているので、そ

れを活用した方が実績があるのではないか、というカードにはない声を感じまし

た。ですから、外国の方も受け入れますし、主婦の方も、学生の方も、高齢者

の方も現役なのです。何らかのチャンスを得て情報を発信されている方、情報を

受ける方がけっこういらっしゃるので、何から得るかというその一歩さえ踏み出

せればもう少し大きなテーマだけでなくて、自分の中の多様性を活かして、現役

で活躍ができるまちになれるのではないかということを感じました。 
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重点課題１．超高齢社会への挑戦 

 

A グループ 

市が取り組むべきこと、その進め方 市民ができること、その進め方 

重点課題解決に向けた視点 

① だれもがいきいきと生活できるための健康づくり活動の支援 
② …だれもがいきいきと生活できるための健康づくり活動を後押しすることができているか？ 

重点課題解決に向けた視点 

② 介護予防・フレイル（虚弱）予防のさらなる充実 
…高齢者が住みなれた地域で健康を維持しながら暮らしていける地域となっているか？ 

   

グループ： 

高齢者のイベ
ントは体操が
多い！！ 

「おしゃれ」のイ
ベントは高齢
ウツやひきこも
り、心の病気を
防ぐのでは？ 

安心して 
自転車移動 
が出来る道路 
の整備 

気軽に 
おしゃべりでき
る居場所 
（孤立予防） 

介護予防の取
り組みをどうし
ているのか良く
分からない（周
知・活動はして
いると思うが） 

近くに病院が
あること 

ラジオ体操 
公園 

体うごかす場・
機会づくり 

民間企業と 
連携した支援 
（ｅｘ.マグレブ） 

市民健康診断 
+ 

フレイル 
診断？ 

気軽に参加 
できる（運動） 
場づくり 

足腰を 
鍛える 

近所の方との
交流を基に 
「みまもり」を 

行う 

高齢者との 
関わる 
イベント 

ヨガ 

ウォーキングを 
続けられる 
工夫？ 

目標の 
定量化が 
難しい 

（評価出来な
い） 

誰でも参加 
出来る運動会 
を作る 

（引きこもり 
防止） 

年齢の高い方
と一緒に外出
できる「くふう」 

「いきいき」とは 
何だろう 

先端機器の 
購入助成 

寄合食堂 
こども食堂の
シニア版 

散歩が 
楽しい街、道 

・障害物の移動 
・歩道の舗装 

・段差解消スロー
プ 

・音声表示の充実 

「子供食堂」
「大人食堂」と
区切るのでは
なく色んな年代
の人が集まり
話せる空間を
作って欲しい 

マラソン大会？ 

非営利形態で
のマッサージ
提供充実 

ランチを 
集まって食べ

る 

高齢者の 
食育強化 

趣味 
サークル 
活動 

まず、隣人を
知る 

自分の団地に
どんな年代の
人が住んでい
るのか、そして
声を掛け合う 

企業の食育 
活動の誘致 

・声かけ 
・あいさつ 

介護に要する
費用を明確にし
フレイル予防の
経費に出来な
いか？ 

創作活動の場
を増やすこと 
（痴呆の防止） 

第３章 各テーブルの模造紙紹介 
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重点課題１．超高齢社会への挑戦 

 
B グループ 

市が取り組むべきこと、その進め方 市民ができること、その進め方 

重点課題解決に向けた視点 

③ 地域医療・介護体制を支える仕組みづくり 
④ …だれもが在宅でも安心した生活が送れるまちとなっているか？ 

重点課題解決に向けた視点 

④ 高齢者の居場所づくりと地域における支援体制の充実 
…高齢者の身近に居場所が存在し、地域においても支援体制が充実しているか？ 

   

グループ： グループ： 

高齢者の 
受入体制 

５万  
     シセツ 
10万  
２-３万がいい 

医療 
＝病院 

ではないでしょ
う 

支援の 
要望入手 

団地の 
集会所 
って？ 

情報 
発信 

移動のシステ
ム構築 

負担の理解へ
の支援 

日頃の 
コミュニケーショ
ンが大切 

サークル 
活動 

各種のイベント 
施設利用の 
情報、経験の

共有 

趣味、 
ペットなど 

つながりづくり 

地域の活動を 
アピールする
方法や募集を
アピールする 

シュミ 
ペット 
⇒どこで 
会話する 

情報提供 
知らせてほし

い 
二世帯が 
増えるとよい 
（家族と暮らし
やすい） 

広報活動 
の強化 

高齢者の 
収入が 

得やすいまち 

移動の交通費 
の負担を少なく 

年より向けの 
簡単な 
職場 

講師の派遣 
（少額） 
体操等 

無料で 
集れる 
場所作り 

介護 
＝ねたきり 
ヘルパー 

ではないでしょ
う 市内の 

例を 
おしえて 

地方にいる 
親をよびやすい 

まち 

施設の費用 
の負担 

介護サービスを 
金銭的に 
受けやすい 
状態 
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重点課題１．超高齢社会への挑戦 

 
C グループ 

市が取り組むべきこと、その進め方 市民ができること、その進め方 

重点課題解決に向けた視点 

⑤ だれもが安心して外出することができるための交通体系・交通環境の充実 
…だれもが安心で快適に外出することができるまちになっているか？ 

重点課題解決に向けた視点 

⑥ だれもが安心して住み続けられるための住み替え・居住支援 
…だれもが地域で安心して住み続けられるまちとなっているか？ 

   

グループ： グループ： 

夜は暗い 
歩道/電気の

整備 

モノレール町
田まで 

交通体系 
（安全上） 
クルマと人の 

分離 
（新大栗橋） 

色々な町の中
では、かなり安
心して外出で
きる町だと思う 

コミュニティバス
の本数増 

低床バスの大
量導入 

シルバーパス
（バスに乗って
どこにでも行け
るパス） 

モノレールを安
く 

コミュニティサイ
クル（30分無
料！） 

・カーシェア 
・電気レンタサ

イクル 

カーシェアの充
実 

電気自動車 
購入支援 

坂が多いので 

移動時の障害
物のスリム化
と音声表示の

充実 

駅ロータリー
（バス）を明るく
綺麗にする 

地域交流 
老若男女 

高齢者向け掃
除のサービス 

リフォームでは
なくリノベーショ

ンを 
（団地） 

自宅からバス
停まで階段が
あり大変 

エレベーターの
設置 
駅 

医療機関と高
齢者の自宅連

携 

高齢者の見守
り 
IoT 

高齢者向けの
インターネット
導入支援 

商店街の 
活性化 

いいね 
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重点課題２．若者世代・子育て世代が 
幸せに暮らせるまちの基盤づくり 

D グループ   

市が取り組むべきこと、その進め方 市民ができること、その進め方 

重点課題解決に向けた視点 

① 子育てがしやすいと思える保育・教育環境の充実 
…保育・教育環境の充実を通じて、子育てがしやすいまちとなっているか？ 

重点課題解決に向けた視点 

② 市独自の子ども・子育て支援や教育の推進 
…子ども・子育て支援や教育の推進のため、魅力あるサービスが提供できているか？ 

   

グループ： グループ： 

高齢者の 
協力 

子供同士の 
年少、年長の 
子供だけの 
関わりを持つ 

保育園の待機 
少なくしてもら
いたい 

小・中学校の 
国際理解 
授業 

保育士の 
支援 

子供と一緒に 
遊べる環境 
づくりを行いた

い 

スポーツを 
応援するまち
であるため
に・・・ 

オリンピックの
サポート 

保育園での 
一時保育の充

実 

イジメ対策 

保育園 
+ 

あずかり保育 
あり幼稚園 

を増やしてほしい 

イジメのｌ相談 
窓口 

匿名フリーダイ
ヤル 

教育改革への 
対応は 
万全か？ 

英語・プログラ
ミング思考力 

子供が生き生
きと生活できる
環境を地域で

つくる 

多摩市を富士
山とたとえ 

ボランティアに
よるサポート 
部活、スポーツ

など 

子供と年配者 
の交流の 

機会があれば 

幼稚園 
保育園 
の確保 

足りているの
か？ 

多くの保育 
施設 

駅に保育所 

出産支援金 

高齢者と 
子どもの 
交わり 

団地内などに
身近な塾があ
るといい 

放課後に 
勉強のサポート

する 

駅前の 
パチンコ屋を 
つぶす 

国の児童手当
の他に多摩市
としての補助を

出す 
（※江戸川区） 

子育て世代 
向けの 
家賃支援 

相談しやすい 
窓口 
（行政） 

学区、学校の
区分を地域だ
けでなく、行き
たい学校に行
けるとよい 

自宅勤務 
の推奨 
（企業） 

外国籍の 
子どもの 
適応指導 

外国人との 
共生 

英語が話せる
子になるまち 
（小学校英語
の充実） 

「子育てしやす
い」市であるこ
とのアピール 

カブトムシが 
とれるまち！ 
とかいいところ 
アピール 

「子どもに声か
け」を 

良いこととして 
扱えるまちに 

地域の人と 
近づき仲良く 
なりたい。 
→子育ても 
安心できる 

子どものスポ
ーツチーム減
っているが・・・ 
運営も苦し
い・・・ 

子供が 
増えるまちに 
してほしい！ 

保育モデル 
地域を作る 

地域交流 

保育 

・行政・ 

保育 

企業 学校 

市行政 高齢者
施設 

支える 

支え
合う 

 

保育園 

高齢者施設 

コミュニティセンター 
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重点課題２．若者世代・子育て世代が 
幸せに暮らせるまちの基盤づくり 

E グループ   

市が取り組むべきこと、その進め方 市民ができること、その進め方 

重点課題解決に向けた視点 

③ 支援を必要とする子ども・若者へのサポート・体制づくり 
…支援を必要とする子ども・若者に切れ目のない支援体制が構築できているか？ 

重点課題解決に向けた視点 

④ 子育て世代にやさしい都市基盤の維持・向上 
…子育て世代の流入や定住促進につながる豊かな都市基盤が確保されているか？ 

   

グループ： グループ： 

子育て・障がい
者がいる家庭
が気軽に相談
できる場所が

必要 
トータルサポート 

その時だけで
なくつながり広
がっていく人の
輪のきっかけ
になる時間を
つくりたい 

気軽に立ち寄
れる居場所を

作る 

情報提供 
行政がやって
いること 

何については
→こう 
→こう 

結局たらいまわ
しなので、トータ
ルにサポートし
てもらえる 
細かい手続き
ばかりで大変 

役所 
何かをするの
に担当が別で
大変で困った たらいまわし 

 
わかりにくい 
窓口を一つに

する 

好きだからやっ
ているダンス 
障害あるなし関

係ない 

色々な人々が
つながる場を作

りたい。 
やります！ 

世代を超えた
交流 

市民の孤立を
防ぐ活動を考
えていきたい 

関西のコンビニの
前でカセットコンロ
でおじさんがする
め焼いてビール
飲んでいる 
コミュニティ 

病院 
病人だけでなく
もっと開かれて
いると良い 
南部地域、 
日医大 

学校以外で若
者が集まれる
場の提供 

ベルブ・ヴィー
タの自由に勉
強できるしゃべ
ったりコミュニテ
ィがとれるよい 

子どもが支援
が必要か不必
要かだけでな
く、多様性を受
け入れる社会
が大切 

マンションの○Pで
若者（中高生）が
集まって話してい

る 
不良にも見える
が楽しそうでよい 

場 

マックで幼稚園
ママに皆が英
語で会話してい

た 
→場の提供 

何かをするの
に担当が別で
大変で困った 

大学生、市民、
広いキャンパス

と地域 
もっとお互いに
出入りできると

よい 

子どもが親だけ
でなく様々な大
人や若者とつな
がるしくみ 

色々な世代が
関わる場があ
るとよい 

親が気軽に気
持ちを出せる人
とのつながり 

子育てが楽し
める暮らしの工

夫 

地域の大学の
活用 

子育てをみんな
※で支える場

所 
 

（※老若男女問
わず） 

同じ立場の人
たちが集まる場

所 

不要食品の収
集・配布の場の

提供 

自分が協力で
きる範囲で子育
て世代をサポ
ート（ファミリー
サポートのさら
なる活用） 

世代間の交流
が活発になる

こと 

ファミリーサポ
ートを利用しや
すく改善する 

ファミサポを利
用しやすくする 

団地やその他で
も空き家が増え
ている 

防犯が心配 
人口減少は分か
っているので団
地再生ではなくク
ラインガルテンな
どにするのは？ 

見えないもの 
影響あるから
考えて欲しい 

子育て施設へ
のWi-Fi設置を
やめてほしい 
産前産後の体
は通常ではな
いので 

産後体調が落ち
着かず大変だっ
た。産前産後の
みでも高齢者の
弁当サービスの
ような配食システ
ムを市民にしても
らえると助かる 

ファミサポの料
金が高く利用
者にフォローが

必要 
でないと使えな

い 

児童館が各地
域にあるので
助かっている 
減らさないで欲

しい 
図書館も 

子育て世代
に、他の世代
にもやさしいお
互いに助け合
える関係づくり 

ハード面、ソフ
ト面での両方
のバリアフリー
が必要 

公園の充実 給食を自校調
理にする 
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重点課題２．若者世代・子育て世代が 
幸せに暮らせるまちの基盤づくり 

F グループ   

市が取り組むべきこと、その進め方 市民ができること、その進め方 

重点課題解決に向けた視点 

⑤ 駅周辺の再整備・再構築によるまちの個性と魅力の創出 
…若者世代・子育て世代にとって個性的で魅力あるまちづくりができているか？ 

重点課題解決に向けた視点 

⑥ 多様な働き方を実現するための環境整備 
…働く場と雇用環境の多様性が確保されているか？ 

   

グループ： グループ： 

川沿いに自転
車道を整備し
て欲しい 

駅周辺を自転
車が通過でき
るよう整備して

欲しい 

聖蹟桜ヶ丘駅
と住宅地の分
断（川崎街道）

解消 

パルコを誘致 若者が好む飲
食店を集める 

永山～聖蹟桜
ヶ丘駅間の急
行バスあると

良い 

駅から離れた
場所からのア
クセスをしやす

くする 

自然資源（多
摩川等）と街と
の接続の円滑

化 

映画やドラマの
撮影地であると
いうことをアピ
ールする 

永山駅周辺が
こじんまりして

いる 

永山駅周辺を
広範囲に広げ

る 

花火大会の 
復活 

コミュニティサ
イクル 

多摩市ならで
はのインキュ
ベーション、ス
タートアップの
場、施設づくり 

サテライトオフィ
ス建設 

テレワークが出
来る企業を誘

致 

多様な働き方
を支援、マッチ
ングするサー

ビス 

企業を多摩に
取り込む 

それは、交通の
便の充実。 

雇用が増加で
きる企業の誘

致 

定年後の仕事
はシルバー事
業団だけ？近
くで若者と働き

たい！ 

保育園、幼稚
園を増やす 

貝取保育園を
なくすのは何

故？ 
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重点課題３．市民・地域と行政との 
新たな協働のしくみづくり 

G グループ   

市が取り組むべきこと、その進め方 市民ができること、その進め方 

重点課題解決に向けた視点 

① 地域活動を市が後押しするためのしくみづくり 
…多摩市の実情に合った地域の自治の仕組みが構築できているか？ 

重点課題解決に向けた視点 

② だれもが地域活動に参画できる環境整備 
…働きながらでも、子育てをしながらでも地域活動に参画できる地域・体制となっているか？ 

   

グループ： グループ： 

今すぐ改善して
ほしい点を市民
が簡単に上げ
られるような仕
組みづくり 

IoTama 

後押し以前の 
告知がない 
できていない 

 どんな取り組
みを実行しよう
としているのか
市民が見える
仕組みづくり 

市の取り組み
（課題決め）に
市民がアイディ
アを出せるよう

にする 

地域活動に 
市民が参加す
るには？ 

地域の町内会
を活用して行っ
てもらいたい地
域活動の申請
をする→講師
派遣とか 

駅に告知スペ
ースを！ 

テーマごとのリ
ーダーを市とし
て応援して 
あげる 

ボランティア参
加スタンプ発行 
ゴールになれ
ば食事券付与

など 

何度初めに 
広報たまに 
ボランティアを
募る団体を 
紹介する 

広報誌の充実 
・楽しく 

・読みやすく 

市の取り組み
の知らせ方！ 

市内の実例 
こんなこと 
しているよ 

市の取り組み
の見える化 

広報たまに 
やりたいことに
手を上げた人
が告知できる
仕組み 

市民がやりた
いテーマを申
告する場所・機
会をつくる。

SNS、ホームペ
ージのサイト 

市民目線の 
SNS 

どこでできるの 
入り口は？ 
分かるとよい 

もっとたくさんの
人がボランティ
アとして関われ
る仕組みづくり 

町内会の支援
活性化 

ボランティア
pointの導入 

多摩の HPで 
テーマ別の 
ボランティアの
登録システム
を立ち上げる 

ボランティアの
ネットワーク化 

私は「こういう
事できます！」
と支援側が手
を挙げられる 

行政職員もボ
ランティア参加 

市からの 
発信方法 

市民からの 
発信方法 

施設を有効利
用して昼夜とも
に意見交換を

する 

 リタイア（退職
された）方の力
を借りて、市民
による講座を開

講する 

参加しにくいボ
トルネックの 
要素を話し合う 

地域活動に障
害をもっていよ
うと気軽に参加
できるような仕
組み・環境整備 

登録制で色々
な項目にエント
リーしてエントリ
ーごとに活動を

進める 

地域の 
雪かき！ 
ポイント有り 

ボランティアグ
ループリーダ
ーを育成して

いく。 
・小グループ 
・小さい地域で 

ボランティアに
よる保育支援 

 夜も朝もでき
るように 

市民による 
セミナー講師

など 保育所 
多く 
る 

地域活動 
⇒あなたの 
したいこと 
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重点課題３．市民・地域と行政との 
新たな協働のしくみづくり 

H グループ   

市が取り組むべきこと、その進め方 市民ができること、その進め方 

重点課題解決に向けた視点 

③ 「だれもが支え手」の地域づくり 
…ひとりでも地域とのつながりや生きがいを持ちながら暮らしていける地域となっているか？ 

 

重点課題解決に向けた視点 

④ 地域防災・防犯活動を通じた結びつきの強化 
…いざという時の共助につながる地域コミュニティが形成されているか？  

   

グループ： グループ： 

市に期待する
な 

自分でやる 

交通体系 
（安全上） 
クルマと人の 

分離 
（新大栗橋） 

バスロータリー
の新設 

祭りなどでコミ
ュニティの強化 

気負わず外に
出て行けるしく

み 
きっかけ 

得意なことで子
どもや大人が
つながれる場
があること 
ベーゴマ 

スポーツや趣
味、イベントで
世代間の交流
をしやすいまち 

世代をこえた
一緒に集った
り何かしたりす
るきっかけ 

中学生 
学童 
いき場 

高齢者と医療
機関の直接的
な結びつき 

IoT 

居宅支援と同
行支援の充実 

ハロウィン、クリ
スマスイルミネ
ーション 

地域のイベント 
夏祭り、運動会 
福祉活動への 
先日東落合ど
んと焼き 

鷹匠、獅子舞、
太鼓 

児童館が多く書
く地域にあるの

は良い 
ひじり館 

地域ごとにあ
るとよい 

拠点づくり 
（コミセン） 

子どもをメイン
とした全世代型
の市民まつり 

協働 

子ども 110番
の見直し 

消防 
火の用心 
ねり歩く 

多摩市の災害
アプリを作る 

顔が見えるき
っかけ 

大掃除とか 

LED ライトは一
部分しか明るく
ならず、街灯の
ところしか明るく

ない 
街灯と街灯の
間の夜道を明
るくするには普
通電球が良い 

居宅支援と同
行支援の充実 

公園で 
炊き出し 
賃貸住宅 

ハロウィンパー
ティーをきっか
けに交流 

団地 
防犯カメラの 

設置 

あいさつ 
学校で指導 

あいさつ運動 
（子どもに声か

け） 

団地は地域の
つながりが薄く
誰が住んでい
るか分からない 

現状では同じマ
ンションでの活
動しかない 
もっと地域でそ
のような活動が
あると良い 

隣の人を知ろ
う 
↓ 

大掃除 

ハロウィンで危
険な場所を周
って交流 

声かけやすい
まち 
↓ 
防災 

近所の人の様
子を知りやすい 市民清掃デー 

桜ヶ丘？ 
本村？ 

焚き火 
プレーパーク 

新設かまど 
使用許可？ 障がい者への 

配慮 
災害時の 

小・中学校の統
廃合があり近く
の学校が廃校に
なると避難場所
はここで良いの
か・・分からない 

市のスピーカ
ー聞き取りにく

い 
防災・防犯 
放送等 

緊急災害時の 
支援体制整備 
（存在・ニー
ズ・・・の確認） 

防災放送？が
聞きづらく 

いざという時に 
伝わるか不安 
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重点課題３．市民・地域と行政との 
新たな協働のしくみづくり 

I グループ   

市が取り組むべきこと、その進め方 市民ができること、その進め方 

重点課題解決に向けた視点 

⑤ 多様性を尊重し、だれもがいきいきと活躍できるまちづくりの推進 
…性別や国籍、障がいの有無に関わらず、全ての人が尊重され、地域で活躍できるまちになっているか？ 

重点課題解決に向けた視点 

⑥ 現役世代の声を地域に活かすしくみづくり 
…現役世代の声を市政や地域に反映させることができているか？ 

     

グループ： グループ： 

⑤ 市 
・外国人居住者
との交流機会
の設定 

学生 
  場の 

主婦   提供 
     

高齢者 

相手を認めて
受け入れてあ

げる 

ワークショップも
出る人が限られ
てしまうので飲
食できる場も一
緒に開催する 

企業や工場が
ないと多様な
人が集まらな

い 

ワークショップ
の定期開催 

海外からの就
労者とのコミュ
ニケーションの
場を設ける 

民泊の支援 

⑤ 市 
・外国語の資料
づくりへの参加
機会設定 

（外国人の参画） 

・若者 
・高齢者 
・外国人 
・障害者 

就労支援 

⑤ 市民 
・多世代、多国
籍のメンバーに
よるタウンウォ
ッチング実施 

⑤ 市民 
・障がいへの誤
解、無理解をな
くすため施設訪
問、交流 

「あいさつ」 
運動 

（コミュニケーシ
ョン） 

障害者や外国
人を支援するア
ルバイトをつく
る（外国人の日
本語教育） 

⑥ 市 
・1日職員制に
よる行政の 
現場体験 

SNSを最大限
に活用 

間接的に（直接
行かなくても可
能な）意見を伝
えられるツール

を作る 

まず現役世代
がどこで何をし
ているのか？ 

⑥ 市民 
クラブ活動で市
との交流 

（休日、夜可能
なこと） 

地域、マンショ
ン単位の小集
団でコミュニケ
ーション 

イベントに参加
する 

 
場所  


